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ABSTRACT 

Aim 

 Physical education learning that fosters the viewpoint and way of thinking about physical education is 

not always clear. Therefore, the purpose was to organize the research on physical education classes so far 

and to clarify how the principles and concepts that make up the framework of the subject content related 

to physical education learning have been interpreted. 

 

Methods 

In the domestic journal information database (CiNii) provided by the National Institute of Informatics, a 

keyword search was performed for "Physical education, class". We extracted 990 documents published 

from 2008 when the previous course of study was published to the present (September 7, 2020). From 

them, we selected and analyzed 134 papers on physical education class practice for elementary and junior 

high schools, which are compulsory education. 

Before analysis, we classified the 134 selected papers into seven categories as follows. That is, "a 

treatise introducing lesson practice", "a treatise related to fun and motivation", "a treatise related to active 

learning", "a treatise related to lesson methods", "a treatise related to cross-curricular practice", "thesis 

related to the evaluation of lesson results", and "thesis related to the development of lesson programs and 

teaching materials". We analyzed and considered these classified papers from the viewpoint of 

"significance and effect of exercise, principle of exercise". 

 

Result and Discussion 

Although research was conducted from each viewpoint in each classification, no research was found 

that considered the subject content as the principles and concepts of physical education. In both studies, 

the exercise events were treated as the learning content of the subject. 

                                                        
1保健体育教育系列 
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Conclusions 

There were few studies that considered the subject content a principle and a concept and pursued it as a 

concrete learning content. Therefore, it was not possible to clarify how the principles and concepts that 

make up the framework of the subject content were interpreted. There is an urgent need to make the 

principles and concepts necessary for the functioning of the viewpoints and ways of thinking of physical 

education into the learning content (subject content) of physical education. 

 

１．はじめに 

（１）問題の所在 

教科に位置づく体育科の存在意義は何なのか，すなわち，体育科で教え学ばせる教科内容は

何なのかを問うことの必要性を唱える声が徐々に聞こえるようになってきている。その起点は，

前回の学習指導要領に見出すことができる。小学校学習指導要領解説体育編（2008）１）の体育

科の内容には，「運動領域においては，発達段階のまとまりを考慮するとともに，基礎的な身体

能力を身に付け，運動を豊かにしていくための基礎を培う観点から，発達の段階に応じた指導

内容の明確化・体系化を図った。各学校においては，身に付けさせたい内容に向けて何を教え

る必要があるのかを整理し，学習を進めることが求められる」ことが示されている。また，中

学校学習指導要領解説保健体育編（2008）２）には，教え学ばせる対象を「運動の特性とその特

性に応じた行い方や運動をすることの意義と効果，運動の原則など」とおさえ，科学的に理解

できるようにすることとしている。このようなことが求められるようになってきた背景を，今

関ら３）は，それまでの体育科の内容では対応できないできごととして，目標に準拠した評価の

導入，教えるべき最低基準とされた学習指導要領一部改正，読解力の課題の問題をあげ，体育

科にとっての学習内容とは何なのかを明らかにしていくことが突きつけられはじめた経緯を説

明している。また，教科内容を構成する枠組みとして概念や法則に依拠してこなかったことを

指摘しており，運動種目を内容として捉えて展開してきた体育（運動）指導的な授業から，教

科としての体育学習の本質に向き合うことへの大きな転換をせまられている状況があると言え

よう。平成 29 年に発行された学習指導要領においては，体育の見方・考え方を働かせることが

できるようにすることを教科の目標の中核に据えている。このことによって，目指すべき方向

性の転換の必要性をより一層明確に示したものと考えられる。 

図１は，従来の体育科授業の考え方と改訂された学習指導要領の解釈に基づく体育の見方・

考え方を育成していくための体育科授業の考え方を示したものである。 

従来の体育科授業の考え方は，運動種目を内容と捉えてきたため，運動種目そのものが主た

る目的となり，それぞれの運動種目に体育科の目標を紐付けるような形で授業を構想するよう

な形が一般的であろう。しかしながら，運動種目に依拠する形での体育授業になるため，運動

種目を教えること以上への発展の可能性という視点から見ると，種目を経験させること以上の

深まりに及ぶことはあまりなかったと考えられる。運動種目の経験はしているが，何を学んだ

のかはあいまいな状態になっているのである。 

これに対して，体育の見方・考え方を育成することを主たる目的とした体育科授業を構想し

ていくということは，まずその体育科授業というものはどのようなものなのかを検討すること

が必要となる。それぞれの運動領域の内容を取り扱う前に，まず体育科の目標の解釈に基づく

教科としての体育学習の枠組みを構築することが不可欠なのである。体育の見方・考え方を育 
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図１ 体育（運動）指導的授業から教科としての体育学習への転換 

 

 

 

 

成するということは，考えるための根拠や理由となり得る概念や法則を教科内容と捉えなくて

はならない。その理解を深めたり広げたりしていくことが，様々な見方・考え方を培っていく

ものとなると考えられるからである。このように捉えるならば，各運動種目に内在している概

念や法則を教科内容の対象として抽出し，具体的な学習内容となり得るように位置づけること

となり，それらの理解を深めるための学習過程を構成するという学習構造が浮かび上がってく

ることとなる。これは，どの運動領域の種目を扱っても追究する直接の対象は運動種目に内在

する概念や法則であり，教科としての体育学習の普遍的な枠組みを形成するということである。

領域や種目ごとに追究する内容や追究する方法が変わっていくのではなく，領域や種目が変わ

ったとしても，同じ形の学習を繰り返すこととなり，それが見方・考え方を育成していくため

の学習の積み重ねとなっていくと考えられる。このような教科として位置づくことの価値を説

明できるようなアカデミックな学びを可能にする体育学習の構築を志向していかなければなら

ないのである。 

平成 29 年の学習指導要領の改訂において，体育科・保健体育科でも，「何ができるようにな

るか」（育成を目指す資質・能力），「何を学ぶか」（教科を学ぶ意義と，教科等間・学校段階間

のつながりを踏まえた教育課程の編成），「どのように学ぶか」（各教科等の指導計画の作成と実

施，学習・指導の改善・充実）が求められている４）５）。しかしながら，体育科改訂の趣旨にお

ける学習指導要領の成果と課題には，運動やスポーツが好きな児童生徒の割合が高まったこと，

体力の低下傾向に歯止めが掛かったこと，スポーツとの多様な関わりの必要性や態度なの内容
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が身に付いていること等の成果や，習得した知識及び技能を活用して課題解決すること，学習

したことを分かりやすく伝えること，運動する子供とそうでない子供の二極化傾向が見られる

こと等の課題があげられているものの，教え学ばせることの対象となる教科内容をどのように

捉え，具体的にどのような内容を抽出してきたのか，ということについての振り返りが見られ

ない。そのため，前回の学習指導要領が発行されてからこれまでにおいて，「何ができるように

なるか」「どのように学ぶか」の前提条件となる「何を学ぶか」の対象としての教科内容につい

て具体的にどのような内容を抽出し研究が推し進められてきたのかを整理しておくことが必要

と考えられる。そのため，それらの整理に基づいて，体育科・保健体育科の教科内容を構成す

る枠組みとしての概念や法則についての考え方をおさえ，体育の見方・考え方を育成する教科

としての体育学習を構築していくための根拠を明確にすることを試みることとした。 

 

（２）研究の目的 

平成 20 年の体育科・保健体育科の学習指導要領で示された，教え学ばせる対象としての「運

動することの意義と効果，運動の原則など」を視座に，これまでの体育科・保健体育科の授業

に関する研究において，具体的な学習内容としてどのようにおさえて位置づけられているのか

を検討する。そして，体育科・保健体育科の教科内容の枠組みを構成する概念や法則をどのよ

うに捉えようとしてきたのかを整理することを目的とした。 

 

２．研究方法 

 本研究は，前回の学習指導要領が発行されてからこれまでにおいて，体育科・保健体育科の

教科内容をどのように理解して研究が進められてきたのかを明らかにする。この検討を行うに

当たって，前回の学習指導要領が出された 2008 年から現在（2020 年 9 月 7 日）までに発表さ

れた文献を対象とした。国立情報学研究所が提供する国内刊行雑誌情報データベース（CiNii）

において，「体育科，授業」でキーワード検索を行い，990 件の文献が該当した。このうち，次

の条件に従って著者らによる文献の抽出を行った。すなわち，学会発表の抄録など簡略された

文献を除外した上で，義務教育である小学生および中学生を対象とした論文，体育の授業を直

接扱った論文を抽出した。その結果，134 本の文献が抽出された。本研究ではこの 134 本の文

献を対象として分析することとした。 

 134 本の文献について，それぞれの研究内容を読み取り，著者らによって研究の視点や方向

性が類似しているものという観点からの分類を行った。 

表１は，分析の対象とした体育授業に関する研究の分類を示したものである。 

134 本の文献は，「授業実践を紹介した論文」（50 本），「楽しさ，意欲に関連した論文」（25

本），「アクティブラーニングに関連した論文」（23 本），「授業の方法に関連した論文」（18 本），

「教科横断的な実践に関連した論文」（7 本），「授業成果の評価に関連した論文」（6 本），「授業

プログラム，教材の開発に関連した論文」（5 本）の 7 つに分類された。 

まず，その分類ごとのまとまりにおいて，具体的にどのような内容を学ばせる内容として位

置づけているかの抽出を試みようとした。次に，抽出した内容の解釈を行うことを通して，何

を教科内容の対象と捉えているかの分析を行おうとした。そして，運動種目に内在する運動に

関する概念や法則との関連を考察することによって，体育科・保健体育科の教科内容の捉え方

を整理していくこととした。 
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          表１ 分析の対象とした体育授業に関する研究の分類 

 

 

 

 

３．結果ならびに考察 

「授業実践を紹介した論文」においては，種々の運動について技能を効果的に伝えるための

方法の提案，指導の在り方についての提案，学習指導要領に新たに加わった種目について実際

に授業で試行したという実践報告など多様な授業実践が見られた。しかしながら，いずれもど

のように伝達するのか，という方法論が主流であり，学ぶべき内容についての検討は見られな

かった。 

技能を効果的に伝えるための方法や指導の仕方の追究は，運動種目の行い方や取り組み方を

指導しているものと捉えられた。これらのものは，運動種目を主眼とした体育（運動）指導的

な授業であり，それらの運動種目を活用して概念や法則の理解を深めていくという視点が見当

たらず，種目主義に陥っている状況を認識させられるものと考えられた。 
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「楽しさ，意欲に関連した論文」においては，技能習得に伴った「できる楽しさ，喜び」に

焦点をあてて，効果的な授業形態や指導方法について検討している実践が多かった。それらの

実践には，前回の学習指導要領にあった運動の意義，効果，原則の科学的理解を習得するとい

うよりも，どのように運動に関する技能を習得するのかということに力点が置かれているよう

に考えられた。 

「できる楽しさや喜び」を追究すればするほど運動自体の専門性が高くなっていくため，学

年段階があがるにつれてできる子が限定されていくこととなり，その楽しさや喜びを味わうこ

とのできる子が着実に減少していく様相は容易に予想がつくはずである。また，運動種目に関

する技能を習得することに力点が置かれているということは，運動種目そのものが目的になっ

ているということである。教科体育を追究するならば，その運動種目を利用した学習を通して

体育の見方・考え方を働かせるために必要な運動に関する概念や法則を追究し，その理解を深

めていこうとするような視点が必要になると考えられる。 

 

「アクティブラーニングに関連した論文」においては，現行の学習指導要領で注目された「ど

のように学ぶか」を具現化する試みがほとんどであった。「何を学ぶか」の知識・技能は重要で

あるという認識は記述されていても，論文の主たるテーマは「どのように学ぶか」であった。 

どのように学ぶかの過程は重要なものであるが，教科の枠組みを構成する概念や法則を学習

内容の対象と位置づけない限り，運動種目にどのように取り組ませていくのかをねらいとした

学習過程となろう。子どもたちは，何かの活動に取り組めば，それぞれ何かを思考しながら取

り組むということは考えられる。しかしながら，種目そのものが目的であるため，種目にどの

ように取り組むのかということに関する思考が中心となり，様々な活動は行うものの種目の経

験にとどまる。運動種目に内在している概念や原則を学ぶ内容として直接の対象としていない

ため，そのことを追究しようとする視点が生まれることはないと考えられる。 

 

「授業の方法に関係した論文」においては，ＩＣＴの活用やジグソー法を用いた授業づくり

など，効果的，効率的に授業を進めるための方法について着目したものがほとんどであった。

一方で，何をこの方法によって伝えるのか，という視点でこれらの論文を読み解くと，習得す

べき内容としては，技能や戦術が第一義的なものであり，本研究のテーマである運動の原則な

どの科学的理解というものではなかった。 

このグループに分類した研究においては，手立てを打つことによる効果を捉えるようなもの

が多く見られた。しかしながら，子どもたちが活動した様子や結果を整理しているにとどまっ

ており，授業の手立てなどの方法が先立つと，その手立てに関わる活動を行うことが目的とな

ってしまうことに陥りやすい傾向が捉えられた。例えば，知識として何を学ばせるのかという

内容を明確に位置づけ，それに対する手立てを講じた結果その内容の理解がどのように深まっ

たのかというような分析がなされることが，その方法の検証とならなければならないと考えら

れた。また，学ばせる内容というより，運動種目の技能を身に付けさせるということが目的と

なっているため，それらの方法はできるようにするための方法であり，教科内容としての運動

に関する概念や法則を理解させるという視点が見られないことについては問題として追究され

る必要があると思われる。 
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「教科横断的な実践」においては，体育授業における言語活動の充実を目指した国語科との

連携（学習カードの活用）や，「遊び」を扱う体育科と生活科，複数教科での連携した実践など

がみられた。また，理科の授業デザインで示された問題把握的学習の考え方を保健体育科など

他の教科において活かすような実践研究もみられた。他教科の考え方や教材を組み込んでの体

育授業の実践は体育授業の在り方を考える上で有用であると思われるが，例えば，体育授業に

おける言語活動は，話し合うような活動そのものに着目している傾向がみられるとともに，本

研究の視点である運動の意義，効果，原則という教科内容として求めるべき内容を対象として

いない現状がみられた。 

本来，まずは各教科の枠組みにおいてその教科に特有の概念や法則を深く追究していくこと

を通して，その理解が深められていくことが必要である。その理解の深まりにともなって，他

教科で理解の深められた概念や法則と関連づけられていくような学びが教科横断的な学びの本

質と考えられる。しかしながら，活動の仕方が同じだから活用するというような内容が多く見

られ，教科横断的な学びを表面的に捉えている実態が明らかとなる結果であった。 

 

「授業成果の評価に関連した論文」においては，「わかって，できる」体育授業のために，技

術や戦術の認識変容を児童の感想文から分析したものや，運動技能そのものの評価をテーマと

した実践が見られた。「わかって，できる」の「わかって」の部分は，本研究のテーマの運動の

原則というよりも，技術に限定的な知識のように考えられた。 

認識に関する評価の観点のほとんどは，こうするとよいというような上手にできるようにな

るためのやり方がわかるというものであった。技術や戦術に関する概念や法則を学習内容とし

ておさえるということは，その技術や戦術はどのようなもので，なぜそうするのか，どのよう

な仕組みになっているのかを説明できるような理解を追究することと考えられる。それが，体

育の見方・考え方を働かせるための根拠となっていくものと考えられるからである。しかしな

がら，どうするとうまくできるかの行い方がわかることや，どれだけできるようになったのか

の技能の上達が評価の直接の対象になっている実態は，体育科の教科内容が運動種目そのもの

であるという認識から脱却することの困難性を感じさせるものであった。 

 

「授業プログラム，教材の開発に関連した論文」においては，発達段階に適した学習プログ

ラムの開発や，一般的に苦手だと捉えられている運動技能を習得しやすくするための教材の開

発など，オリジナリティの高い実践が多かった。一方で，概念や法則に関して何を学ぶかの追

究はなかった。 

教材や学習プログラムは，教科内容を学びやすくするためのものと捉えるならば，子どもの

思考を意図的に展開させていくことが求められる。しかしながら，教科内容が運動種目そのも

のとなっている状況からは，教材や学習プログラムを開発しているというより種目の練習プロ

グラムを開発しているとの捉えの方が妥当のように考えられた。 

 

４．まとめ 

本研究は，平成 20 年の体育科・保健体育科の学習指導要領で示された，教え学ばせる対象と

しての「運動することの意義と効果，運動の原則など」を視座に，体育科・保健体育科の授業

に関する研究において具体的な学習内容としてどのようにおさえて位置づけられてきたのかを
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関連論文から検討し，教科内容の枠組みを構成する概念や法則をどのように捉えてきたのかを

整理することが目的であった。 

その結果，様々な視点から体育授業に関する研究が取り組まれているが，「運動をすることの

意義と効果，運動の原則などについて科学的に理解する」ことに関連させた，教科内容を概念

や法則として捉えようとした研究はほとんど見られなかった。そのため，その教科内容の枠組

みを構成する概念や法則をどのように捉えてきたのかを整理することはできなかった。そのほ

とんどは運動種目そのものを目的にしたものであり，運動ができるようになることが学習の直

接の対象と考えられている状況から変わっていないことを確認するものとなった。 

運動種目を主たる目的としてそこに体育科の目標を紐付けて学習を仕組んだとしても，運動

種目を教えること以上への発展を見込めるとは思われない。体育の見方・考え方を働かせるた

めに必要な根拠となり得る概念や法則を教科内容として位置づけた体育学習の構築に向き合お

うとすることが急務と考えられた。 
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